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分担研究報告書 
 

高齢者がん診療指針策定に必要な基盤整備に関する研究 
｢高齢者がん患者の内科系治療｣ 

研究分担者 相羽 惠介 東京慈恵会医科大学 腫瘍・血液内科 客員教授 
 
研究要旨 
本分担研究の目的は、｢高齢者がん患者の内科系治療｣に関する医療・社会情報を収集整

理することにより分析・理解を深め、｢高齢者がん患者の内科系治療｣の指針を策定するた

めに必要な基盤を整備することである。前年度は基盤整備の前段として高齢者がん医療に

関して広く概要的事項について研究を進め、2020 年 3 月に｢高齢者がん医療 Q&A 総論｣と

題する冊子体を纏めることが出来た。今年度は、引き続き脳腫瘍、頭頸部癌、食道癌、胃

癌、肝癌・胆嚢・胆管癌、膵臓癌、肺癌、卵巣癌、子宮癌、前立腺癌、腎癌、泌尿器癌、

造血器腫瘍等々各癌腫における高齢者がん患者の内科系治療の Review を斯界専門医に依

頼した。これらの成果に pier review を最大限加味することにより高品質の｢高齢者がん医

療 Q&A 各論｣を研究班報告書として 2020 年 3 月に纏めることが出来た。最終到達目標は

ガイドラインの作成であるが、エビデンスが極めて希薄であるため、ガイドラインの前段

にあたる提言書の作成を目指した。臨床ではいわゆる“プレフレイル≓vulnerable”な患者

の対応が最も苦慮されるところである。各臓器癌の治療について｢提言書｣を纏めるにあた

り、大腸癌のがん薬物療法は、他癌腫と比べて治療のアルゴリズムが比較的明確に整理さ

れているため、高齢大腸癌における“プレフレイル”な患者群をプロトタイプとして検討

すべく新たな研究協力者も募り、 最新の内科系治療を抽出すべく次年度にかけて活動を推

進している。 
 
Ａ．研究目的 
1）｢高齢者がん患者の内科系治療｣における

情報を整理し、診療方針策定に必要な基盤

を整備する。 
 
B.研究方法 
1）初期到達目標としては、全体を俯瞰する

ような｢高齢者がん医療 Q&A 総論｣の編纂

であり、逐次各癌腫を対象とする｢高齢者が

ん医療 Q&A 各論｣の作成に移行し、最終

的にはこれらの基盤整備を経て関連各学会

との相互連絡を持続的かつ緊密に保つこと

により関連各分野、臓器分野における完成

度の高い｢提言書｣ないし指針の立案に至る

ことを展望している。このために基盤研究

班(通称田村班)では｢高齢者がん診療指針準

備委員会｣及び｢小班｣を設置し、随時即応有

機的な態勢を維持する。当分担研究でも有

機的に協働する。 
2）｢高齢者がん医療 Q&A 総論｣編纂につい

ては、2018 年 12 月 15 日に第 2 回編集委

員会を開催し種々検討した。これに附随し

て本分担研究である｢高齢者がん患者の内

科系治療｣についても、従来の範疇を超えて

検討すべき諸臓器癌をさらに加えて、各論

を構成すべく執筆者や査読者を選定、依頼

を完了した。 
3）本研究班に加えて、国内のがん関連 22
団体と 2 学会の参加協力による｢高齢者が

ん医療協議会(コンソーシアム)｣を 2019 年

1 月 19 日に設立した。コンソーシアムの活

動は総会を年 1 回開催する方針で｢高齢者

がん医療 Q&A 総論｣や｢高齢者がん医療

Q&A 各論｣の編纂に反映させ、｢高齢者が

ん患者の内科系治療｣についても補完活動

とする。 
4)｢高齢者がん医療 Q&A 各論｣の編纂を｢高

齢者がん医療 Q&A 総論｣に準じて推進し、

分担研究である｢内科系治療｣についても査

読、編集作業を通して充実を図る。 
5）高齢者の中でも特に対応が困難ないわゆ

る“プレフレイル≓vulnerable”な患者群に

対する内科的診療方針、治療方針を検討、

試案を得る。 
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6）以上の 1)～5）の活動を通して附随的に

も開催される種々の検討会、研修会を広報

し、当該分野に興味を有する医療者、賛同

一般人など人材育成に努め、｢高齢者がん患

者の内科系治療｣に関心のある人材育成に

も努める。 
 
C.研究結果 
1）｢高齢者がん診療指針準備委員会｣及び

｢小班｣の会議が随時開催され、｢高齢者がん

患者の内科系治療｣に関しても種々の会議

の結果が反映された。 
2）｢高齢者がん医療 Q&A 総論｣編纂につい

ては、2018 年 12 月 15 日に第 2 回編集委

員会を開催し種々の検討を経て 2020 年 3
月に｢高齢者がん医療 Q&A 総論｣と題する

冊子体に内科系治療について纏めることが

出来た。 
3）｢高齢者がん医療 Q&A 各論｣編纂につい

ても、総論に準じて作成を進め、各癌腫に

おける内科的治療についても Q&A 形式で

今年度末に纏めることが出来た。 
4）本研究班構成メンバーに加えて、がん関

連 22 団体参加と 2 学会協力による｢高齢者

がん医療協議会(コンソーシアム)｣を設立し、

2019 年 1 月 19 日に設立会議を開催した。

2020 年 1 月 11 日には 2 回目のコンソーシ

アム総会を開催し、がん領域に限らず、老

年病領域、加齢研究領域の専門家も横断的

な見地からの発表があり、有意義な会議で

あった。 
5）人材育成は焦眉の急の案件である。2019
年 3 月 16 日に開催された｢高齢のがん患者

さんの治療をどうしますか？｣との公開討

論会に引き続き、2019年12月21日には｢高

齢者のがん医療を考える会議 3｣を開催した。 
｢vulnerable 高齢大腸癌患者の治療｣などの

トピックにて次年度へ繋がる研究テーマに

ついて基礎・臨床各分野からの活発な意見

交換を通して、各分野研究者のみならず参

加者全員が高齢者の癌治療における広範な

問題点と了解点とを整理・諒解し得た。 
 
D．考察 
1）超高齢化社会を迎えたわが国では、｢高

齢者がん医療｣の対応・対策は喫緊の課題で

ある。幸い癌治療や老年医学のコミュニテ

ィー間には、従来の活動や｢高齢者がん医療

協議会(コンソーシアム)｣総会を通じて徐々

にではあるが、｢高齢者がん医療｣の共同研

究・協働作業の機運が醸成されつつある。

｢高齢者がん医療｣の少なからぬ部分を占め

るのは｢内科系治療｣であることから、各領

域となお一層の協力・協調関係を維持・推

進することでバランスのとれた治療体系を

構築することが肝要と考えられる。 
2）｢高齢者がん医療 Q&A 各論｣編纂につい

て進捗は順調に推移し、｢内科系治療｣の中

心である｢がん薬物療法｣について各臓器が

んの原稿は、精励な査読と編集を経て纏め

られた。当該領域は実地医療の急速なニー

ズとも相俟って一層の興味と注目の度合い

を深めているが、エビデンス不足は否めず

科学的な編纂作業は困難が附随した。今後

はそれらのコンテンツの周知・拡散と批評

を受けることで、次のステップである｢提言

書｣への進展が望まれる。 
3）｢高齢者がん医療協議会(コンソーシア

ム)｣設立に至ったことは、今後の展開を考

えると極めて意義深いことである。今後と

も相互連絡を密にして、研修会、検討会を

重ねつつ相互の理解と課題の克服に向けた

協働を推進すべきと考える。特に本分担研

究である｢高齢者がん患者の内科系治療｣に

おいては、｢老年医学｣の心身に関する知見

が礎となることから、コンソーシアム活動

はなお一層重要である。 
4）人材育成は焦眉の急の案件である。実学

としての｢高齢者がん医療｣、｢高齢者がん患

者の内科系治療｣を担う医療者育成のため、

一層の活動を推進したい。 
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